
勿来一中における新型コロナ感染防止の対策

１ 学校における感染防止

○教室等の換気扇を24時間稼働させ、１時間に１回は窓を開けて換気を行う

○１日に１回、ドアノブ・電気スイッチ・手すりなどの消毒する

○集会を精選するとともに、実施する際は間隔をあけて整列し、短時間で行う

○グループ活動は精選して短時間で行う(給食時はグループを作らず前向きで食事)

○マスクの着用を励行する

○部活動での部室利用は、一斉に使用しない、短時間の利用

○部活動の練習試合や対外試合等は、しばらく実施しない

２ 家庭との連携

○毎朝の体温測定や健康観察。発熱や咳など風邪の症状があった場合は、登校させず、

自宅で休養するか医療機関で受診する

医療機関で受診した場合は、医師から指示された内容を担任に伝える

○手洗いや咳エチケットの励行、大人数で集まらない、人混みに行かない等の指導

○手作りマスクは、学習の場で使用することを考慮して作成する

○緊急時に備えて、安全・安心メール（連絡王）に登録する

３ 生徒への指導

○免疫力を高めるために、十分な睡眠・適度の運動・バランスのとれた食事に対する指導

○手洗いや咳エチケットの励行

○新型コロナに関わらず、人権を尊重し、不用意な発言やトラブルに対する指導


